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本部門は広く動植物種における種分化機構の解明を目的に，平成 8 年度より開設された部門であり，

現在研究室のセットアップが進行中である。よって，ここに記載する内容は（ 1) 九州大学大学院医

学系研究科と（ 2) 東京大学理学部附属植物園において行われたのもである。

(1) 哺乳動物生殖腺の分化機構の解析

生殖腺やhil腎）文質では 6 種類のチトクロム P450 によって，生理活性の異なるステロイドホルモン

が生合成される。これら P450 追伝子の転写調節配列として Ad4 配列を同定し， Ad4 配列に結合す

るiii云写 Ill子 (Ad '1 BP) の cDNA を単離した。塩基配列より，この因子は核内レセプター製の転勾：因了·

であることが明かになった。 Ad4BP は副腎皮質，精巣，卵巣などの主要なステロイドホルモン並生

細胞で発現するとともに， lliliド垂体性腺刺激ホルモン産生細胞，視床下部腹内側核でもその発現が確

認されている。このような組織分布から，本因子は視床下部—下垂体ー性腺系に発現することで，生物

個体の牛殖機能の維持に不可欠な役割を担っているものと思われる。

次いで， Acl48P の組織形成過程における機能を調べるためにノックアウトマウスを作成したとこ

ろ，本逍伝fを破壊したマウスは正常に出生に至るが副腎と性腺を梢失していることが分かった。こ

の表現利は，本囚(•が生殖腺やf,ill腎の形成には必須の因子であることを示したものであった。一方，

ノックアウトマウスのllili下垂体性腺刺激ホルモン産生細胞と視床下部腹内側核を構成する細胞は存在

したが，共に正‘常な機能の獲得には至っていないことが明かになっている。ノックアウトマウスの解

析から明かになった Ad4BP の機能上の重要性は，胎性組織における本因子の発現様式からも支持さ

れた。 Ad4BP の発現は，副腎と生殖腺が形態的に認められる以前にある種の細胞巣団で観察され，

その細胞巣同より生殖腺と副腎皮質の原基が形成される。その後，生殖腺の性分化に伴い Ad4BP の

発現には性淮が現れる。これらの歓察結果は，本因子の発現が単に生殖腺の分化のみならず性分化と

術接な関係にあることを示唆するものであった。

p、150 逍伝子の転写調節因子として同定された Ad4BP は，ノックアウトマウスの解析結果から，

ステロイドホルモン韮生細胞の分化や生殖腺の性分化に不可欠な因子であることが明かにされた。し

かしながらこれまでの研究では，組織形成過程における Ad4BP の作用機序が明かになったわけでは

ない。この点を明かにするには， P450 逍伝子以外に Ad4BP の制御下にある追伝子群を同定するこ

とが必＇災である。実際に，副腎皮質，精巣，卵巣などの組織に発現する追伝子で，その転写調節鎖域

に Ad4 配列を有するものも少なくなく，今後の解析が期待されるところである。このような解析と
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は別に Adil BP 辿伝子の転写調節機構の解明も不可欠である。特にステロイドホルモン産生細胞の原

基となる細胞の決定機構の解明には，本遺伝子の初発の活性化機構を理解することが不可欠である。

Ad4BP を中心とするこのような解析から，生物個体の生殖機能の獲得や維持の機構，生殖をとうし

た種の確立．分化の機構を理解したいと考える。
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(2) 陸上植物の多様性形成機構の解析

陸上植物はコケ植物，シダ植物，裸子植物，被子植物から構成されている。多様性理解のためには．

これらの植物の記載と系統関係を解明することが研究の第一歩である。従来，系統関係の推定は形

態形質を基に行われてきたが，十分な情報屈を得ることが難しく，陸ヒ植物の科のレペルでの系統

関係はコンセンサスの得られていない点が多かった。我々は，葉緑体ゲノムの辿伝子配列変異，葉

緑体にコードされているリプロース 2 リン酸脱炭酸酵素の大サプユニット逍伝子 (rbcL) の塩碁配

列梢報から裸子植物の目叫シダ植物の科間の系統関係を高い統計的精度で推定することができた。

多様性研究の次の段階は，推定された系統樹の分岐点で遺伝子にどのような変異がおこって種多様

性，とりわけ形態的多様性が形成されたのかを解明することである。（ 1) シロイヌナズナなど被

子植物モデル系で形態形成に関与していることが推定されている遺伝子群（例： MADS, LFY, ホ

メオポックス関連辿伝子）が，裸子植物（グネッム， イチョウ），シダ植物（ミズワラビ），コケ植

物（ニセッリガネゴケ）においてどのように機能しているかを解析するとともに， （ 2) ゲノムサ

イズがシロイヌナズナの約 6 倍と小さく，形質転換系の確立している唯一の下等植物であるニセッ

リガネゴケを用いて，形態形成に関係する突然変異体，およびその原I駈l辿伝チを単離し，新たな形

態形成関連逍伝子の探索を行い，それらの辿伝子がシロイヌナズナなどよりt1i等な植物でどのよう

な機能を担っているかを解明するという 2 方向の研究から形態形成の辿伝子制御系がどのように進

化してきたかを解明し，形態的多様性形成機構をあきらかにすることを目的に研究を進めている。
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